
８月の交通事故の特徴

県外者の人身事故が最多

防衛運転がポイント

過去５年間(R１～R５)の県内発生交通事故統計データより

いよいよ夏本番です。今年も例年より暑くなることが予想されています。

ドライバーのみなさんは、以下のポイントに注意して運転しましょう。

月別・県外者が当事者（１当、2当）となる交通人身事故件数

８月は道に不慣れな県外者による事故が年間で最も多く発生しています。

事故を起こさない・巻き込まれないよう車間距離をとり、ゆとりをもって急な動きにも対応できる

ようにしましょう。歩行者や自転車とも十分に距離をとりましょう。

十分な車間距離を確保しましょう

体調管理を忘れずに

県内の交通事故情報は
こちらから

業務中
15件

(約20％)

76件

観光・ドライブ・帰省など
61件

(約80％)

全席シートベルトを着用しましょう
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昨年のＪＡＦによる調査では、福井県は、後部座席のシートベルト着用率（一般道）が全国ワースト１０位、

チャイルドシート使用率が全国ワースト２位と交通安全意識が低い状況です。

シートベルトなどで救われる命があります。車に乗ったら全席シートベルトを着用しましょう。

観光中などの事故が多い

体調が悪いと、注意力が散漫となり、思いがけない事故を起こす危険性があります。

睡眠を十分にとり、暑さ対策をして、体調がすぐれないときは運転を控えましょう。

長距離運転するときは、こまめに休憩しましょう。
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